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ETC2.0等を用いたODデータ作成に向けて
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ODデータ作成の技術的手法開発
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＊想定スケジュール

主な目的：全国規模の統計調査のサンプル数を縮減、常時観測ODデータの作成

ETC2.0から得られる生ODデータの作成

総量・分布の補正

きれいなODデータが取れるよう

になった前提で技術開発

【検討課題】

・データクレンジング

・トリップ判定精度向上 等

【検討課題】

・母集団拡大 ・OD補正 等

常時観測ODデータ（ETC2.0）の構築

※Bゾーン単位を目標
効果

現況OD表構築に必要
なサンプル数を縮減

活用

本資料の範囲

常時観測ODデータ（ETC2.0）を

インプットデータとしたエリア規模のOD表構築

⇒ OD逆推定技術の推進

・発生交通量（O）

・目的地選択率（Q/O）等

Q O



OD交通量逆推定の目的

［常時観測ODデータの活用］

事業評価幹線ネットワーク計画

観測交通量の融合により、より確からしいＯＤ交通量を推定

OD交通量逆推定手法
入力値：センサス時のデータ

時間帯別の
ODデータ分析

経路情報を活かした
ODデータ分析

より詳細ゾーンの
ODデータ分析

詳細かつ多様な
整備効果分析

効率的な渋滞対策・交
通マネジメントの立案

ロードプライシング、
ダイナミックプライシング

道路交通アセスメン
トにおけるデータ充実

目的１：より確からしいＯＤデータの活用に
向け、道路交通センサスODデータを補正

目的２：常時観測ODデータの取得

将来需要推計（統合モデル）

道路の将来OD表
平均的なある１日の動きをもとに推計

（3車種・全国約7,000ゾーン）
⇒5年に1度オーソライズ

［①道路交通センサスODデータの補正］ ［②常時観測データを用いた
ＯＤデータの推定・補正］

［③時間帯別常時観測ＯＤ
データの推定］

常時観測日別ＯＤデータ

OD交通量
逆推定手法

入力値：観測日のデータ

常時観測時間帯ＯＤデータ

OD交通量逆推定
手法（時間モデル）

○OD交通量逆推定手法は、比較的容易に実測可能なリンク交通量から遡ってOD交通量を推定する方法。
○２つの目的(①道路交通センサスODデータの補正、②常時観測ODデータの取得)に向けて開発。
〇OD交通量逆推定手法を車種別に適用するにあたって、留意すべき点や課題への対応方法についてご意見
頂きたい。

ETC2.0等ビッグデータによるＯＤ
データ※または、道路交通センサ
スＯＤデータ ※資料３における検討部分

常時観測日別ＯＤデータ道路交通センサス（OD交通量）

補正後の道路交通センサス（OD交通量）

※本資料においては「全国道路・街路交通情勢調査」を「センサス」とする場合がある
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第４回ＩＣＴ検討会
（一部修正）



OD交通量逆推定手法の検討方針

[想定スケジュール]

〇①全国道路・街路交通情勢調査ODデータの補正、②常時観測ODデータの取得に向け、以下のスケジュー
ルでOD交通量逆推定手法の検討を実施。

今年度
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ETC2.0等ビッグデータによるODデータ作成の技術的手法開発（資料３）

今回
調査

次回
調査

ETC2.0の活用による精度向上
入力断面数等の条件が異なる場合の
精度確認等

地整で活用車種別逆推定の検討等

適用判断

時間単位
モデル

日単位
モデル

確からしい
常時観測OD
データ

目的地選択率を固定(全国道路・街路交
通情勢調査ODデータを活用)した場合の
常時観測ODﾃﾞｰﾀ取得。地整で活用。

CCTV画像のAI解析データの
常観活用検討

今回のOD調査
データを用いた

分析

入力断面数等の条件が異なる
場合の精度確認等

第４回ＩＣＴ検討会
（一部修正）



OD交通量逆推定手法の基本的な考え方
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が最小になるように時間変動係数※2 を求め、時間単位のOD交通量を推定
※1 類型数：ODペアの時間変動係数のパタンに応じて分類した類型数
※2 時間変動係数：日別OD交通量に対して、各時間帯別OD交通量が占める構成比

未知数

発生交通量 × 目的地選択確率 × リンク利用率 − 観測リンク交通量
ペア数リンク数 未知数

【日単位のOD交通量逆推定手法】

【時間単位のOD交通量逆推定手法】
日別OD交通量 × 時間変動係数 × 時間別リンク利用率 − 時間別観測リンク交通量

類型数※1時間帯数リンク数

が最小になるように発生交通量を補正（逆推定）



Ⅰ 車種別にみたOD交通量逆推定の検討
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車種別にみた検討の概要
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H27センサスODデータ

ETC2.0成長率法補正

(R2年1－2月平日3週間分)

H27センサス

∗/ ∗:発生交通量比率

:リンク利用率

:目的地選択率

:

発
生
交
通
量
（
未
知
変
数
）

Ｏ
Ｄ
交
通
量
逆
推
定
モ
デ
ル

∗:観測リンク交通量

<推定地域の概要>
・対象エリア：近畿圏
・ゾーン数：Bゾーン単位（域内：896、域外：40）※近畿外は県で集約
・交通量観測地点数：2,264（Bゾーン境界：1,770、高速：494）
・ODペア数：174,611（小型車：143,528、大型車：84,807）（Bゾーン内々を除く）

観測地点における車種ごとのリンク交通量など、車種ごとの特性を反映したOD交通量の推定を行うこと。

[車種別逆推定の目的]

〇車種別逆推定の推定精度について、以下の検証を実施する。

※車種計推定では全車種（小型車＋大型車）の合計で入力データ
を整備し、全車種でOD発生交通量を推定した後、センサスの
車種比率で按分

※車種別推定では車種別に入力データを整備し、小型車、大型車
それぞれで推定

[検討データの概要]

【入力データ】 車種計推定 車種別推定

小型車 大型車 小型車 大型車

・全車種（小型車＋大型車）の合計値で
集計し入力

・小型車のみで集
計し入力

・大型車のみで集
計し入力

・全車種（小型車＋大型車）の合計値で
集計・補正し入力

・小型車のみで集
計・補正し入力

・大型車のみで集
計・補正し入力

・全車種（小型車＋大型車）の合計値で
集計し入力

・小型車のみで集
計し入力

・大型車のみで集
計し入力

推定したリンク交通量を
小型車の車種比率で按分
（発生交通量についても同様）

推定したリンク交通量を
大型車の車種比率で按分
（発生交通量についても同様）



①

車種別逆推定の推定精度の検証方法

〇 近畿圏において、リンク交通量について実測値と以下の3つの差を比較することで、車種別逆推定
の推定精度を検証。（発生交通量についても同様に比較）

リ
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(発生交通量) (目的地選択率) (リンク利用率)(比較)

(比較)

(比較)

②

③

Ｏ
Ｄ
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量
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:
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量
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）

センサスODデータ
(車種別) × センサスODデータ

（車種別）
交通量配分結果
（車種別）×

センサスODデータ
（車種計）

ETC2.0成長率法※
（車種計）× ×

逆推定結果
（車種別）

センサスODデータ
（車種別）× ×

[逆推定の入力値]

＝

＝

＝

車種別推定による
推定精度を評価

[リンク交通量の比較による検証]

逆
推
定
結
果

(比較)

[発生交通量の比較による検証]

Ｏ
Ｄ
デ
ー
タ

セ
ン
サ
ス

※リンク利用率について、H27センサスで出現ありETC2.0で出現なし
のODペアは、交通量配分によるリンク利用率で補完

H27センサスODデータ
∗:発生交通量比率（= ∗/ ∗）

:リンク利用率
∗:観測リンク交通量

:目的地選択率

ETC2.0成長率法

H27センサスデータ

ij
aP ：OD交通量 ijのリンク aの利用率 

*O ：総発生交通量（既存データ） iO　ˆ ：発生交通量（未知変数） 

ijm ：ij間の目的地選択率 av* ：リンク aの観測リンク交通量 

iO *
：既存データの発生交通量 

ETC2.0成長率法※
（車種別）

逆推定結果
（車種計） × センサスデータ

車種比率（車種別）
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（車種計）

（車種別）
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リンク交通量
発生交通量

高速道路+一般道路 高速道路 一般道路
（小型車） 相関係数 RMS %RMS 相関係数 RMS %RMS 相関係数 RMS %RMS
①推定前OD配分 0.865 8,739 51.1% ①推定前OD配分 0.928 8,507 26.7% ①推定前OD配分 0.728 8,803 67.9%
②車種計（小型車） 0.981 3,268 19.1% ②車種計（小型車） 0.977 4,828 15.1% ②車種計（小型車） 0.975 2,675 20.6%
③車種別（小型車） 0.981 3,226 18.9% ③車種別（小型車） 0.972 5,335 16.7% ③車種別（小型車） 0.983 2,318 17.9%

相関係数 RMS %RMS

②車種計（小型車） 0.995 1,130 8.0%
③車種別（小型車） 0.993 1,199 8.5%

（大型車） 相関係数 RMS %RMS 相関係数 RMS %RMS 相関係数 RMS %RMS

①推定前OD配分 0.931 2,706 60.5% ①推定前OD配分 0.905 4,803 36.5% ①推定前OD配分 0.807 1,711 83.3%
②車種計（大型車） 0.990 1,023 22.9% ②車種計（大型車） 0.982 2,055 15.6% ②車種計（大型車） 0.990 399 19.4%
③車種別（大型車） 0.985 1,226 27.4% ③車種別（大型車） 0.976 2,341 17.8% ③車種別（大型車） 0.975 627 30.5%

相関係数 RMS %RMS

②車種計（大型車） 0.996 152 9.6%
③車種別（大型車） 0.995 184 11.5%

[車種計推定と車種別推定の比較（上段：小型車、中段：大型車、下段：車種計(参考)）]

車種別逆推定の推定精度検証

〇車種別（大型車）推定では、一般道路の断面交通量の再現性が車種計（大型車）推定に比べ低下。
○このメカニズムとして、高速道路で大型車のリンク利用率がやや過大であるとすると、発生交通量がや
や少なめに推定されることになり、相対的に一般道路のリンク交通量の再現性が低下する。

H27観測

②車種計(小型車)

③車種別(小型車)

H27観測

②車種計(小型車)

③車種別(小型車)

H27観測

②車種計(小型車)

③車種別(小型車)

H27観測

②車種計(小型車)

③車種別(小型車)

H27観測

②車種計(大型車)

③車種別(大型車)

H27観測

②車種計(大型車)

③車種別(大型車)

H27観測

②車種計(大型車)

③車種別(大型車)

H27観測

②車種計(大型車)

③車種別(大型車)

大型車の
車種別推定で
過小傾向

※グラフは観測地点におけるリンク交通量の合計値 ※グラフは各ゾーンの発生交通量の合計値

(車種計(参考)) 相関係数 RMS %RMS 相関係数 RMS %RMS 相関係数 RMS %RMS
推定前OD配分 0.898 10,406 48.1% 推定前OD配分 0.930 11,768 26.1% 推定前OD配分 0.756 9,993 66.3%
車種計 0.986 3,848 17.8% 車種計 0.977 6,668 14.8% 車種計 0.985 2,556 16.9%
車種別(合計) 0.984 4,139 19.1% 車種別(合計) 0.977 6,708 14.9% 車種別(合計) 0.980 3,058 20.3%

相関係数 RMS %RMS
車種計 0.994 1,252 8.0%
車種別（合計） 0.994 1,214 7.7%
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車種別逆推定の課題と今後の検討方針

〇車種別（大型車）推定で、リンク利用率の誤差が要因となって一般道路の断面交通量の推計値が過小
傾向となる可能性がある。
〇上記の大型車のリンク利用率算定の課題への対応として、データクレンジング等による対応が考えら
れる。（要因①②③）
〇また、ETC2.0のデータ年次 と 断面交通量の観測値の年次 による経路の不整合の影響をなくすため、
道路ネットワークの変化がない狭い範囲を対象として再検討する必要がある。（要因④）

④データ年次の違い（ETC2.0：2020年1月～2月、断面交通量の観測
値：2015年）による経路のズレ。

[リンク利用率にズレが生じる考えられる要因と今後の検討]

①ETC2.0の取得率の道路種別における差（高速道路：高、一般道
路：低の傾向）によるリンク利用率のズレ。

②本検討で使用したETC2.0プローブ情報の大型車は主に貨
物車であり、バスを含んでいない。

・ETC2.0の大型車にバスを
追加して検討

・誤差が大きいと考えうる
入力断面を除外して検討

・道路ネットワークの変化
がない狭い範囲を対象とし
て再検討

《要因》 《今後考えられる検討》

※リンク利用率は成長率法で補正は行っているものの補正量が十分ではな
い可能性。

・迂回・回遊するETC2.0の
経路データの除外検討

③利用形態が多様な貨物車の経路データのトリップの切れ
目が適切に処理できていない可能性がある。


